
 

☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）
宮
城
県
岩
沼

市
・
宮
城
県
白
石
市
、
山
形

県
村
山
市

（
調
査
事
項
）
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
事
業
・
ま
ち
づ
く

り
事
業
・
定
住
促
進
事
業
に

つ
い
て

（
日
程
）
平
成
　
年
７
月
　

１８

３１

日
～
８
月
２
日

　
岩
沼
市
は
人
口
４
万
３
７

６
４
人
、
平
成
　
年
路
線
バ

１０

ス
廃
止
に
と
も
な
い
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
兼
ね
た
市
民
バ
ス

を
平
成
　
年
４
月
か
ら
運
行
。

１１

料
金
は
１
回
乗
車
券
２
０
０

円
１
日
乗
車
券
５
０
０
円
。

小
中
学
生
・
　
歳
以
上
は
半

７０

額
、
障
害
者
は
無
料
で
し
た
。

独
自
の
運
行
評
価
基
準
を
３

項
目
設
け
、
２
項
目
未
達
成

時
は
事
業
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
。
白
石
市
は
人
口
３

万
９
５
９
６
人
、
平
成
　
年
１７

４
月
か
ら
市
民
バ
ス
運
行
開

始
、
１
年
間
の
利
用
者
数
　１０

万
５
１
６
６
人
で
、
そ
の
６

割
が
減
免
対
象
者
で
あ
り
市

立
病
院
へ
の
通
院
が
主
で
、

別
に
市
民
タ
ク
シ
ー
・
ス

ク
ー
ル
バ
ス
も
運
行
中
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
は
、
東
北
新
幹

線
の
開
業
に
合
わ
せ
、
白
石

城
の
復
元
・
能
楽
堂
の
建
替

え
等
、
こ
け
し
・
 温
  麺
 と
と

う
ー 
め
ん

も
に
観
光
に
大
き
な
力
を
注

い
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
た
。
村
山
市
の
定
住
促
進

事
業
調
査
で
は
、
１
９
６
区

画
の
分
譲
地
の
経
緯
や
進

捗
・
問
題
点
等
、
現
地
視
察

を
含
め
応
用
研
究
し
て
参
り

ま
し
た
。
以
上
３
市
と
も
、

曽
於
市
と
同
じ
よ
う
な
規
模

の
自
治
体
で
あ
り
、
市
の
持

つ
地
理
的
条
件
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
ま
す
が
、
路
線
バ
ス
の

廃
止
や
小

中
学
校
の

統
合
・
少

子
高
齢
化

に
対
応
す

る
新
し
い

ま
ち
づ
く

り
等
同
じ

よ
う
な
問

題
も
多
く
、

今
後
の
委

員
会
活
動

に
、
参
考

に
な
る
も

の
で
あ
り

ま
し
た
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

所
管
分

　
自
治
公
民
館
建
設
補
助
金

の
２
７
３
万
２
千
円
は
、
大

隅
地
区
の
大
川
原
・
郷
田
・

上
長
江
、
財
部
地
区
の
川
内

自
治
会
へ
補
助
さ
れ
る
も
の

で
す
。
消
防
費
の
３
７
５
万

４
千
円
は
、
財
部
中
央
分
団

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
橋
野
分
団

詰
所
造
成
・
構
造
物
移
転
工

事
の
追
加
が
主
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

各
課
連
携
を
充
分
に
取
っ
て

執
行
さ
れ
る
よ
う
要
請
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

企
画
費
の
交

通
対
策
事
業

９
６
２
万
４

千
円
は
、
交

通
弱
者
及
び

通
学
用
の
乗

合
タ
ク
シ
ー

や
路
線
バ
ス

廃
止
に
と
も

な
う
運
行
を
、

　
月
か
ら
大

１２隅
地
区
で
運

行
し
、
ま
た

末
吉
地
区
の

４
ヶ
月
分
等
が
主
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
旧
３
町
の
乗
車

料
金
を
４
月
１
日
か
ら
２
０

０
円
に
す
る
と
の
説
明
が
あ

り
、
委
員
の
中
か
ら
、
旧
財

部
町
で
は
今
ま
で
無
料
で

あ
っ
た
の
で
、
段
階
的
に
料

金
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
業
者
委
託
に
つ

い
て
は
、
地
元
業
者
を
優
先

す
べ
き
で
あ
る
と
の
強
い
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
商
工
費

で
は
、
新
分
野
進
出
企
業
等

支
援
補
助
金
が
財
部
電
子
へ
、

地
域
総
合
整
備
財
団
か
ら
３

０
０
万
円
補
助
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
瀬
戸
口
三
郎
委
員
長
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
～
８
月
２
日
に
宮
城
県
岩
沼
市
・
白
石

１８

３１

市
及
び
山
形
県
村
山
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１８

所
管
分
な
ど
４
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
議
案
１
件
を
賛
成
多
数
、
議
案
１
件
を
全
会
一
致
で

可
決
、
要
請
２
件
を
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

総務委員会所管事務調査（村山市の定住促進事業分譲地）

詰所建替がされる末吉町橋野分団

曽於市議会だより　⑯



　☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）
秋
田
県
由
利
本

庄
市
・
秋
田
県
横
手
市
、
山

形
県
鶴
岡
市

（
調
査
事
項
）
健
康
・
子
ど

も
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
・「
健
康
の
駅
」
事
業
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況
に
つ
い
て

（
日
程
）
平
成
　
年
７
月
　

１８

１９

日
～
　
日
２１

　
学
び
と
健
康
と
元
気
の
館

ウ
エ
ー
ブ
岩
城
は
、
計
画
段

階
よ
り
複
合
施
設
を
考
え
、

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置

事
業
、
児
童
厚
生
施
設
整
備

事
業
、
秋
田
の
木
利
用
促
進

事
業
等
の
国
県
補
助
を
得
て

複
合
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
の
利
用
度

も
高
く
、
こ
の
館
の
電
力
は

風
力
発
電
で
賄
っ
て
い
ま
し

た
。
横
手
市
の
健
康
の
駅
事

業
は
、「
住
民
自
ら
が
保
健

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
を

目
指
し
、
子
育
て
支
援
、
幼

児
・
学
童
の
健
全
育
成
、
働

き
盛
り
世
代
の
生
活
習
慣
病

予
防
、
介
護
予
防
を
テ
ー
マ

に
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。
こ
の

事
業
は
、

大
規
模
・

中
規
模
・

小
規
模
の

駅
を
設
置

し
、
住
民

が
気
軽
に

立
寄
れ
る

交
流
拠
点

を
置
き
、

健
康
増
進

を
図
る
自
治
体
主
導
型
で
、

そ
の
核
と
な
る
「
す
こ
や
か

横
手
」
に
は
、
理
学
療
法
士
・

健
康
運
動
指
導
士
・
保
健
師

等
ス
タ
ッ
フ
陣
が
揃
っ
て
お

り
、
健
康
の
駅
が
外
出
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
心
身
の

健
康
増
進
が
期
待
で
き
そ
う

で
し
た
。
学
校
給
食
発
祥
の

地
で
あ
る
鶴
岡
市
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
バ
イ
キ
ン

グ
給
食
や
食
生
活
に
関
す
る

教
育
実
践
事
業
の
モ
デ
ル
校

等
、
常
に
先
進
的
な
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
給

食
セ
ン
タ
ー
は
２
調
理
室
が

あ
り
、
食
中
毒
等
万
が
一
の

場
合
に
は
、
１
調
理
室
で
対

応
で
き
る
施
設
で
し
た
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

所
管
分

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予

１８

算
補
正
第
４
号
の
歳
出
に
つ

い
て
、
財
部
町
下
十
文
字
簡

易
水
道
組
合
の
新
た
な
水
源

確
保
の
た
め
の
補
助
金
や
、

保
健
福
祉
関
係
で
清
寿
園
と

併
設
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
改
修
費
、
ま
た
訪

問
指
導
用
の
自
動
車
が
不
足

し
て
い
る
た
め
の
購
入
費
、

教
育
関
係
で
市
内
各
小
中
学

校
の
校
舎
等
耐
震
化
優
先
度

調
査
業
務
委
託
や
大
隅
町
恒

吉
小
学
校
体
育
館
屋
根
補
修

工
事
、
末
吉
町
新
地
公
園

プ
ー
ル
の
室
温
を
上
げ
る
た

め
の
天
井
を
低
く
す
る
改
修

工
事
な
ど
で
す
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
国
民

１８

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保

１８

険
特
別
会
計
予
算
の
補
正
第

２
号
は
、
歳
入
に
つ
い
て
平

成
　
年
度
分
の
精
算
に
よ
る

１７

各
負
担
金
や
交
付
金
の
追
加

分
で
あ
り
、
歳
出
は
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
交
付
金

の
追
加
に
よ
る
拠
出
金
が
主

で
、
出
産
育
児
一
時
金
が
現

行
の
　
万
円
か
ら
　
万
円
に

３０

３５

改
正
さ
れ
る
補
正
等
で
あ
り

ま
す
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予

１８

算
補
正
第
５
号
は
、
曽
於
市

社
会
福
祉
協
議
会
大
隅
支
所

が
大
隅
町
坂
元
地
区
に
、
民

家
の
空
き
家
を
改
造
し
て
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施

設
の
開
所
に
と
も
な
う
分
と
、

末
吉
町
尾

崎
山
に
介

護
老
人
福

祉
施
設
の

特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム
新
設
に

と
も
な
う
、

補
助
事
業

に
係
る
歳

入
歳
出
で

す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
渡
辺
利
治
委
員
長
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
～
　
日
に
秋
田
県
由
利
本
庄
市
・
横
手

１８

１９

２１

市
及
び
山
形
県
鶴
岡
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
　
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
・
第

１８

５
号
）
所
管
分
な
ど
４
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、
議
案
４
件
を
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

文教厚生委員会所管事務調査（由利本庄市の学びと健康と元気の館）

天井を低くする末吉町新地公園プール

⑰　曽於市議会だより



☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）
新
潟
県
新
潟
市
、

福
島
県
会
津
若
松
市
・
福
島

県
喜
多
方
市

（
調
査
事
項
）
「
道
の
駅
」

新
潟
ふ
る
さ
と
村
、
観
光
振

興
の
取
り
組
み
、
景
観
条
例

の
制
定
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
日
程
）
平
成
　
年
７
月
　

１８

２５

日
～
　
日
２７

　
新
潟
市
の
新
潟
ふ
る
さ
と

村
は
、
社
新
潟
県
観
光
協
会

が
運
営
す
る
ア
ピ
ー
ル
館
と

株
新
潟
ふ
る
さ
と
村
が
運
営

す
る
バ
ザ
ー
ル
館
か
ら
な
り
、

新
潟
県
を
象
徴
す
る
観
光
拠

点
施
設
と
し
て
、
平
成
３
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
事
業
主
体
は
県
で
あ
り
、

建
物
の
広
さ
な
ど
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。　１７

年
度
が
１
７
６
万
７
千
人
の

入
込
み
で
し
た
。
会
津
若
松

市
は
福
島
県
の
西
部
に
位
置

し
、
会
津
盆
地
の
東
南
に
あ

り
ま
す
。
白
虎
隊
や
戊
辰
戦

争
に
象
徴
さ
れ
る
鶴
ヶ
城
や

飯
盛
山
な
ど
の
、
名
所
・
旧

跡
が
残
り
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
会
津
地
方
の
中
核

都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
　
月
に
合
併
し
人
口
は
約

１１
　
万
２
千
人
と
な
り
、「
極

１３上
の
会
津
」
を
目
指
し
た
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ

れ
、　
年
の
観
光
客
の
入
込

１７

み
数
は
３
１
５
万
人
、
経
済

効
果
は
直
接
的
・
間
接
的
に

１
５
０
０
億
円
程
度
と
推
計

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
会
津
若
松
ら
し
さ
」を
受
け

継
ぎ
、
誇
り
あ
る
郷
土
を
次

の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
引
継

ぐ
た
め
、
平
成
４
年
３
月
景

観
条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

喜
多
方
市
は
、
今
年
１
月
に

１
市
２
町
２
村
が
合
併
、
人

口
約
５
万
６
千
人
、
豊
な
自

然
が
広
が
る
中
、
観
光
と
農

業
を
融
合
さ
せ
都
市
か
ら
の

交
流
人
口
を
増
す
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
水
道

１７

事
業
会
計
決
算
の
認
定

　問
　　
水
道
事
業
の
長
期
整

備
計
画
を
作
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　答
　　
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
（
５
ヶ
年
）
に
は
出
し

て
い
る
が
、
来
年
３
月
議
会

辺
り
で
詳
細
な
５
ヶ
年
計
画

一
覧
表
を
提
出
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。 

☆
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般

１８

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

所
管
分

　問
　　
ゆ
ず
加
工
施
設
の
老

朽
化
に
と
も
な
う
先
進
地
調

査
旅
費
等
の
減
は
な
ぜ
か
。

　答
　　
ゆ
ず
同
好
会
が
高
齢

化
（
専
業
農
家
・
担
い
手
が

い
な
い
）
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
県
事
業
が
不
採
択

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
な

お
、
今
回
の
補
正
で
、
新
た

に
ゆ
ず
対
策
と
し
て
普
通
旅

費
を
計
上
し
た
。

　問
　　
農
地
等
の
災
害
で
、

国
庫
補
助
の
対
象
に
な
ら
な

い
小
災
害
　
万
円
以
上
　
万

１０

４０

円
未
満
に
つ
い
て
は
、
市
単

独
事
業
で
要
綱
を
最
大
限
活

用
し
て
復
旧
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　答
　　
今
回
、
市
農
地
災
害

復
旧
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

を
改
正
し
て
、
新
た
に
農
地

の
埋
没
・
流
失
等
も
事
業
の

　
／
１
０
０
以
内
と
し
た
。

５０た
だ
し
、
畦
畔
復
旧
工
法
は

　
／
１
０
０
以
内
で
あ
る
。

８０　問
　　
浸
水
実
態
事
業
業
務

委
託
と
は
な
に
か
。

　答
　　
７
月
の
豪
雨
で
、
大

隅
支
所
付
近
が
浸
水
し
た
の

で
、
原
因
調
査
を
コ
ン
サ
ル

へ
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
吉
村
幸
治
委
員
長
）

　
平
成
　
年
７
月
　
日
～
　
日
に
新
潟
県
新
潟
市
及
び
福
島
県

１８

２５

２７

会
津
若
松
市
・
喜
多
方
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
　
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

１８

号
）
所
管
分
な
ど
７
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
議
案
６
件
を
全
会
一
致
で
可
決
、
認
定
案
１
件

を
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

建設経済委員会所管事務調査（新潟市の新潟ふるさと村）

市内全域に広めたいゆず

曽於市議会だより　⑱


